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新火葬場は裾野市との共同整備を目指します　　２～５
町職員の給与などの公表　　　　　　　　　　　６～７

　10月26日㈪に上長窪のそば畑を桃沢幼稚園の園児が訪れ、そばの花のお花見を楽
しみました。そばの花は、ほとんどが白い花ですが、ときどきピンクの花を咲かせ
ます。園児たちは、一面に広がるそば畑の中を探検しながらピンクの花を探しました。
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　長泉町の火葬場は、老朽化が著しく、早期の整備が必要となっています。
　町では、火葬場の整備について慎重に検討を重ね、この度、現在の裾野市斎場の敷地内に、裾野市と
共同で新しく施設を整備する方針を決定しました。
　ここでは、現在の火葬場が抱える課題や、裾野市と共同整備した場合の火葬場の概要などを紹介します。

新火葬場は
裾野市との共同整備を目指します

周
辺
の
市
街
地
化

　
火
葬
場
の
周
辺
は
、
建
設
当
時
と
比

べ
て
宅
地
化
が
進
み
、
周
辺
は
工
場
や

住
宅
、
商
業
施
設
な
ど
が
混
在
す
る
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
葬
を
行
う
際
は
煙
な
ど
を
排
出
し

ま
す
が
、
緩
衝
帯
と
な
る
よ
う
な
緑
地

を
確
保
す
る
敷
地
も
な
く
、
立
地
環
境

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
が
不
十
分

　
火
葬
場
待
合
室
は
、
畳
敷
き
の
和
室

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
や
足
腰
が
不

自
由
な
方
に
と
っ
て
使
用
し
に
く
い
状

況
で
す
。

火
葬
炉
の
不
足

　
現
在
の
火
葬
場
に
は
２
基
の
火
葬
炉

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
町
内
の
死
亡

者
数
は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
は
火

葬
件
数
に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
不
十
分

　
現
在
の
火
葬
場
に
は
収
骨
室
が
な
く
、

炉
前
で
収
骨
な
ど
を
行
い
ま
す
。
火
葬

炉
は
２
基
あ
り
ま
す
が
、
異
な
る
葬
家

が
顔
を
合
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が
不
十
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
か
ら
の
視
線
を
遮
る
も

の
が
な
く
、
通
行
人
と
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
あ
り
、
遺
族
な
ど
の
心
情
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
火
葬
場
の
課
題

施
設
の
老
朽
化

　
現
在
の
火
葬
場
は
昭
和
43
年
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
建
物
や
火
葬
炉
の
み

な
ら
ず
、
各
部
で
劣
化
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
損
傷
し
た
炉
内
な
ど
の
修
繕
を
重
ね

な
が
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化

し
た
火
葬
設
備
は
交
換
部
品
の
調
達
も

困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

▲道路から見える炉前スペース
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平
成
24
年
３
月
～

町
議
会
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査

　
火
葬
場
計
画
検
討
委
員
会
の
答
申

を
受
け
、
町
議
会
で
は
、
平
成
24
年

３
月
定
例
会
で
特
別
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
以
降
６
回
に
わ
た
り
継
続
し

て
委
員
会
や
視
察
研
修
を
開
催
。
各

案
の
優
位
性
や
留
意
点
を
検
討
し
ま

し
た
。

平
成
25
年
３
月

　
町
議
会
特
別
委
員
会
か
ら
「
現
地

建
て
替
え
案
」
が
望
ま
し
い
と
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

整
備
手
法
の
方
向
性
の
検
討

　
町
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
答
申
や

提
言
を
参
考
に
、
各
案
を
慎
重
に
検

討
し
ま
し
た
。

グラフ 年間死亡者数と火葬件数の推計
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今
後
、
年
間
火
葬
件
数
は
右
肩
上
が

り
に
増
加
し
、
平
成
37
年
に
は
５
７
３

件
の
火
葬
件
数
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
）。

　
火
葬
場
の
稼
働
日
数
や
集
中
す
る
日

の
火
葬
件
数
な
ど
か
ら
推
計
す
る
と
、

将
来
的
に
は
、
予
備
炉
を
含
め
、
４
基

の
火
葬
炉
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

検
討
経
過

平
成
23
年
７
月
～

火
葬
場
計
画
検
討
委
員
会
の
調
査

　
町
火
葬
場
に
つ
い
て
、
町
民
の
意

見
を
聞
き
、
将
来
的
な
建
て
替
え
や

管
理
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
す
る「
火

葬
場
計
画
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。

区
長
な
ど
、
住
民
の
代
表
が
中
心
と

な
り
、
火
葬
場
の
整
備
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
検
討
内
容

■
現
火
葬
場
の
課
題
の
整
理

■
町
内
で
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

・�

都
市
計
画
決
定
の
必
要
条
件
な
ど
、

法
的
側
面
の
確
認

・�

現
在
の
場
所
で
の
建
て
替
え
を
検
討

・�

町
内
の
ほ
か
の
場
所
に
新
設
す
る

た
め
の
候
補
地
を
検
討

■
他
市
町
と
の
共
同
整
備
に
つ
い
て

・�

裾
野
市
、
三
島
市
、
沼
津
市
の
火

葬
場
運
営
状
況
・
方
針
の
確
認

・�

裾
野
市
斎
場
の
視
察

平
成
23
年
12
月

　
火
葬
場
計
画
検
討
委
員
会
か
ら「
裾

野
市
と
の
共
同
整
備
案
」
が
望
ま
し

い
と
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
討
経
過
を
踏
ま
え
て

　
私
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
火
葬
場
へ

の
対
応
は
、
町
が
抱
え
る
緊
急
の
課
題

と
し
て
と
ら
え
、
現
在
の
町
総
合
計
画

の
策
定
時
に
、
新
た
な
火
葬
場
整
備
の

検
討
を
行
う
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、

町
議
会
の
一
般
質
問
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
の
重
要
課
題
を
こ
れ
以
上
先
送
り
す

る
こ
と
な
く
、
現
任
期
中
に
整
備
に
関

す
る
方
針
を
定
め
、
事
業
着
手
し
て
い

く
こ
と
を
答
弁
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
早
期
の
整

備
が
必
要
な
当
町
の
火
葬
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
火
葬
場
計
画
検
討
委
員
会
の

答
申
や
議
会
特
別
委
員
会
の
提
言
を
参

考
に
、
慎
重
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
整
備
手
法
を
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
火
葬
場
は
、
故
人
が

人
生
の
終
焉
を

飾
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
厳
か
な

品
格
を
備
え
、
遺
族
も

心
ゆ
く
ま
で
お
別
れ
が

で
き
る
空
間
を
備
え
た
「
最
後
の
お
別

れ
の
場
」
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
裾
野
市
と
の
共
同
整
備
を
行
え
ば
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
、
最
後
の
お
別
れ
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
が
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
将
来
的
な
管
理
運
営
を

含
め
、
共
同
運
用
に
よ
る
コ
ス
ト
面
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
裾
野
市
と
共
同
で
整
備
す
る
方
針

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

長
泉
町
長　
遠
藤　
日
出
夫
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今
回
の
火
葬
場
整
備
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
疑
問
に
つ
い
て
、
火
葬

場
計
画
検
討
委
員
会
で
の
検
討
結

果
な
ど
を
も
と
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ

Ａ
＆

Ｑ�

１
．
な
ぜ
現
在
の
火
葬
場
の
場
所

で
の
建
て
替
え
が
難
し
い
の
で
す

か
。

■
周
辺
の
市
街
地
化

　
現
在
の
施
設
地
の
周
辺
は
市
街
地
と

な
っ
て
お
り
、
多
少
で
も
煙
な
ど
を
排

出
す
る
火
葬
場
の
立
地
環
境
と
し
て
適

さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
高
額
な
経
費
負
担

　
火
葬
場
を
新
た
に
建
設
す
る
場
合
、

施
設
建
設
費
用
以
外
に
、
用
地
取
得
や

土
地
の
造
成
、
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
、

周
辺
の
環
境
整
備
に
膨
大
な
経
費
が
か

か
る
点
か
ら
も
、
町
内
の
ほ
か
の
土
地

へ
の
整
備
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
３
．
裾
野
市
よ
り
近
い
三
島
市
と

　
共
同
で
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な

　
い
の
で
す
か
。

■
三
島
市
・
函
南
町
と
の
調
整
が
困
難

　
現
在
、
三
島
市
に
あ
る
「
み
し
ま
聖

苑
」
は
、
三
島
市
と
函
南
町
が
広
域
行

政
組
合
で
運
営
し
て
お
り
、
17
年
前
に

約
54
億
円
を
か
け
て
建
設
し
た
も
の
で

す
。

　
三
島
市
、
函
南
町
の
住
民
の
理
解
や

分
担
金
な
ど
の
面
か
ら
、
長
泉
町
が
途

中
か
ら
広
域
行
政
組
合
に
加
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
調
整
が
困
難
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

■
裾
野
市
と
比
べ
費
用
が
増
大

　
「
み
し
ま
聖
苑
」で
長
泉
町
の
火
葬
を

行
う
場
合
の
火
葬
炉
増
設
や
、
現
施
設

の
経
年
劣
化
に
伴
う
改
修
、
将
来
的
な

建
て
替
え
な
ど
に
関
す
る
費
用
な
ど
、

将
来
に
及
ぶ
火
葬
場
整
備
、
運
営
に
関

す
る
費
用
は
、
裾
野
市
と
新
た
に
整
備

す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
増
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２
．
町
内
の
ほ
か
の
場
所
に
整
備

　
で
き
な
い
の
で
す
か
。

■
用
地
確
保
が
困
難

　
委
員
会
で
は
、
周
辺
に
居
住
地
が
存

在
せ
ず
、
緑
地
な
ど
が
確
保
で
き
る
町

内
北
部
地
域
を
候
補
地
と
し
て
想
定
し
、

町
内
で
の
整
備
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
北
部
地
域
を
中
心
に
住
民
へ
の
意
見

の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
火

葬
場
を
建
設
し
た
場
合
、
そ
の
近
隣
に

霊
き
ゅ
う
車
が
１
日
に
何
度
も
通
る
よ

う
に
な
る
こ
と
な
ど
へ
の
抵
抗
感
を
示

す
声
が
複
数
の
住
民
か
ら
聞
か
れ
、
地

域
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
的
に

火
葬
場
用
地
と
し
て
土
地
を
売
り
た
い

人
は
い
て
も
、
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
か

ら
売
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
、

候
補
地
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
事
業
の
長
期
化

　
右
記
で
説
明
し
た
通
り
、
火
葬
場
を

新
設
す
る
場
合
、
一
番
問
題
と
な
る
の

は
用
地
確
保
で
す
が
、
周
辺
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
低
下
、
環
境
へ
の
懸
念
な
ど
か

ら
、
全
国
的
に
も
新
た
な
建
設
に
は
反

対
運
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
る
の
に
長
期
間
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
火
葬
場
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
中
、

事
業
を
長
期
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▶
現
在
の
火
葬
場
の
敷
地
形
態

待合室

駐車場

町道

斎場

■
地
域
住
民
の
合
意
形
成
が
困
難

　
現
火
葬
場
が
あ
る
地
域
の
住
民
か
ら

は
、
現
在
の
火
葬
場
は
黙
認
し
て
も
、

新
た
に
建
て
替
え
る
場
合
は
同
意
し
が

た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
建
て
替
え

に
関
す
る
地
域
住
民
の
合
意
形
成
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
敷
地
面
積
の
不
足

　
将
来
的
に
必
要
と
な
る
炉
数
は
、
長

泉
町
だ
け
で
４
基
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

現
在
の
敷
地
は
５
８
２
㎡
と
狭
く
、
４

基
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
敷

地
が
不
正
形
で
あ
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
炉

前
ホ
ー
ル
や
収
骨
室
な
ど
の
各
施
設
や

駐
車
場
な
ど
を
効
率
よ
く
配
置
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
使
い
に
く
い
施
設
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

■
法
的
に
困
難

　
現
在
の
火
葬
場
は
、
県
内
で
敷
地
面

積
が
最
も
小
さ
い
施
設
で
す
。
現
在
の

敷
地
で
は
、十
分
な
駐
車
場
の
確
保
や
、

周
辺
と
の
緩
衝
帯
を
兼
ね
る
緑
地
の
確

保
な
ど
、
法
令
が
定
め
る
必
要
不
可
欠

な
各
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
そ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
敷
地

を
拡
大
す
る
場
合
は
、
新
た
に
地
権
者

や
地
域
住
民
の
理
解
が
必
要
で
、
さ
ら

に
高
額
な
費
用
が
か
か
り
、
現
実
的
で

は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
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新
火
葬
場
の
目
指
す
姿

・�

最
後
の
お
別
れ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設

・�

心
ゆ
く
ま
で
お
別
れ
が
で
き
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
施
設

・�

環
境
に
や
さ
し
く
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
た
施
設

・�

災
害
に
強
く
、
維
持
・
管
理
コ
ス
ト

を
抑
制
し
た
施
設

望
ま
れ
る
施
設
機
能

・�

火
葬
炉
…
両
市
町
の
火
葬
件
数
予
測

か
ら
、最
大
６
基（
予
備
炉
を
含
む
）。

・�

収
骨
室
、
炉
前
ホ
ー
ル
…
静
粛
性
、

尊
厳
性
が
あ
り
、
個
別
性
の
高
い
エ

リ
ア
を
確
保
す
る
よ
う
、
各
３
室
程

度
整
備
。

・�

待
合
室
…
遺
族
、
会
葬
者
ご
と
に
休

憩
で
き
る
よ
う
、
50
人
程
度
が
利
用

で
き
る
待
合
室
を
５
室
程
度
整
備
。

・�

駐
車
場
…
普
通
車
70
台
、
バ
ス
５
台

程
度
。

※�

通
夜
・
告
別
式
を
行
う
式
場
は
設
置

し
な
い
予
定
で
す
。

概
算
整
備
費
／

　
17
億
円
～
20
億
円
程
度

※�

現
段
階
で
は
、
詳
細
な
施
設
概
要
な

ど
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
全
国

の
同
規
模
の
施
設
の
整
備
費
用
を
参

考
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

４
．
裾
野
市
と
の
共
同
整
備
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
ん
で

す
か
。

■
メ
リ
ッ
ト

・�

裾
野
市
の
現
施
設
地
で
の
建
て
替
え

を
行
う
た
め
、
す
で
に
十
分
な
用
地

が
確
保
で
き
て
お
り
、
新
た
な
用
地

確
保
の
た
め
の
費
用
が
か
か
ら
ず
、

早
期
の
事
業
着
手
、
完
了
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

・�

今
後
の
火
葬
件
数
増
加
に
十
分
に
対

応
可
能
な
火
葬
炉
の
整
備
や
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
火
葬
場
に
望
む
「
最
後

の
お
別
れ
の
場
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

収
骨
室
、
待
合
室
な
ど
の
施
設
整
備

に
加
え
、
充
分
な
駐
車
場
の
確
保
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

■
デ
メ
リ
ッ
ト

・�

現
在
の
火
葬
場
と
比
べ
る
と
位
置
が

遠
く
な
り
ま
す
。

※�

委
員
会
で
は
、
長
泉
町
の
中
心
部
か

ら
自
動
車
で
25
分
程
度
で
あ
り
、
現

在
は
火
葬
に
立
ち
会
う
の
は
遺
族
・

親
族
な
ど
近
親
者
の
み
で
あ
る
場
合

が
多
く
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
施
設

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
候
補
地
を
視

察
し
た
委
員
か
ら
は
、
問
題
に
な
ら

な
い
距
離
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
５
．
火
葬
場
計
画
検
討
委
員
会
と

　
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
。

　
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
火
葬
場

の
、
将
来
的
な
建
て
替
え
や
管
理
運
営

方
法
な
ど
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

町
長
の
判
断
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
組
織
し
た

も
の
で
す
。

　
地
元
区
長
や
知
識
経
験
者
な
ど
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
火
葬
場
の
整
備
方

法
に
つ
い
て
、
改
修
や
移
築
の
ほ
か
、

他
市
町
と
の
広
域
で
の
設
置
運
営
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ�

６
．
裾
野
市
と
の
共
同
整
備
を
予

定
し
て
い
る
場
所
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　
現
在
の
裾
野
市
斎
場
が
あ
る
場
所
で
、

長
泉
町
か
ら
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距

離
に
あ
り
ま
す
。

　
幹
線
道
路
の
国
道
２
４
６
号
を
東
名

高
速
道
路
裾
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
方

面
に
向
か
い
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
か
ら
裾
野
市
道
を
経
由
し
５
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
長
泉
町
の
中

心
部
か
ら
は
、
自
動
車
で
25
分
程
度
で

す
。

問　くらし環境課　☎989‐5514

裾野市運動公園 火葬場整備予定地

東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

国
道
２
４
６
号

整
備
場
所
／

　
裾
野
市
今
里
３
４
３

-

１

　
（
現
在
の
裾
野
市
斎
場
の
敷
地
内
）

裾
野
市
と
の
共
同
整
備
の

可
能
性
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
両
市
町
で
共
同
整
備
を
行
っ
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
施
設
概
要
な
ど
に

つ
い
て
、
現
在
、
調
査
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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町職員の給与などの実態を皆さんに知っていただくため、平成27年度の状況を公表します。 　
町職員の給与は、国やほかの地方公共団体との均衡を考慮し、町議会の審議を経て決定します。

町職員の給与などの公表

区分 職員数（人）
（Ａ）

給与費 一人当たり
給与費（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

平成26年度 255 ９億1,243万３千円 １億9,836万７千円 ３億5,756万２千円 14億6,836万２千円 575万８千円

（普通会計決算）

注）職員手当は各種手当の合計です。（退職手当は含まれません。）
注）職員数は平成26年４月１日現在の人数です。
注）普通会計とは公営企業等の会計を除いた会計のため、表９の部門別職員数の合計とは一致しません。

1　職員給与費

（平成27年４月１日現在）
4　職員の経験年数別平均給料月額

区分
経験年数

７年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満
一般行政職
（大学卒） 225,662円 264,800円 337,588円

（平成27年４月１日現在）

注）�平均給与月額は給料月額と毎月の各種手当（扶養手当、
地域手当、住居手当、時間外勤務手当など）の額を合
計したものの平均です。

2　職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.1歳 312,104円 376,048円
技能労務職 53.8歳 301,783円 347,574円
幼稚園教育職 39.8歳 296,789円 338,010円

3　職員の初任給
（平成27年４月１日現在）

区分 長泉町 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円
高校卒 142,100円 142,100円

技能労務職
高校卒 139,500円 139,500円
中学卒 131,500円 131,500円

5　期末・勤勉手当

区分
長泉町 国

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.225月分 0.75月分 1.975月分 1.225月分 0.75月分 1.975月分
12月期 1.375月分 0.75月分 2.125月分 1.375月分 0.75月分 2.125月分
計 2.6月分 1.5月分 4.1月分 2.6月分 1.5月分 4.1月分

（平成27年４月１日現在）
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6　退職手当
（平成27年４月１日現在）

区分 長泉町 国
自己都合 定年 自己都合 定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

7　特別職の給料など
（平成27年４月１日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当

給料
町長 800,000円 年間

4.1月分副町長 640,000円

報酬
議長 330,000円

年間
3.95月分副議長 280,000円

議員 260,000円

（各年４月１日現在）
9　部門別職員数と過去３年間の推移

区分
部門

職員数 対26年
増減H25 H26 H27

一般行政

議会 3 3 3 0
総務 48 47 50 3
税務 17 17 17 0
農林水産 6 6 7 1
商工 3 3 3 0
土木 19 19 19 0
民生 36 36 36 0
衛生 21 20 19 －1
小計 153 151 154 3

特別行政
教育 57 55 54 －1
消防 48 49 52 3
小計 105 104 106 2

公営企業
等

水道 4 4 4 0
下水道 5 6 5 －1
その他 17 17 17 0
小計 26 27 26 －1

合計
〔　〕内は条例定数

284 282 286 4
〔325〕 〔305〕

１級
主事補等
13人（8.9％）
２級
主事等
35人（24.0％）
３級
主査
39人（26.7％）

６級
部長・課長等
22人（15.1％）
５級
参事・主幹等
18人（12.3％）
４級
副主幹
19人（13.0％）

8　一般行政職の級別職員数
（平成27年４月１日現在）

（平成27年４月１日現在）
�　職員給与の仕組み

■毎月支給されるもの
①給料　　　職種や職務に応じた給料表に定める額
②扶養手当　配偶者13,000円、そのほかの親族各6,500円
③地域手当　�給料、扶養手当、管理職手当の合計額

の６％
④住居手当　借家は家賃の額に応じ最高30,000円
　　　　　　自己所有住宅は5,000円
⑤通勤手当　車などの利用者は距離に応じ最高26,000円
　　　　　　公共交通機関などの利用者は運賃相当額

■実績や職務に応じて支給されるもの
⑥時間外勤務手当　通常の勤務時間を超えて勤務し
　　　　　　　　　たとき
⑦そのほか　　　　管理職手当など
※給与とは給料と②～⑦の手当の合計です。

■臨時に支給されるもの
□期末・勤勉手当　民間の賞与に相当するもの
□退職手当　　　　民間の退職金に相当するもの

●問い合わせ●　行政課　☎989 - 5500
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情報ステーション プラス

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
長
泉
２
０
１
６

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、町
の
史
跡
や
名
所
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
、自
分

の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
巡
り
、
得
点
を
集
め

る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。町
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～　
受
付
開
始

　
午
前
10
時
30
分
～　
開
始
式

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時　
競
技

　
午
後
２
時
45
分
～　
表
彰
式（
予
定
）

と
こ
ろ
／
健
康
公
園

　
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

対　
象
／
ど
な
た
で
も

定　
員
／
３
０
０
人

※�

先
着
順
と
な
り
、
開
催
10
日
前
ま
で

に
参
加
の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
（
部
門
）

■
混
合　
男
女
１
人
以
上
の
チ
ー
ム

■
男
子　
男
性
の
み
の
チ
ー
ム

■
女
子　
女
性
の
み
の
チ
ー
ム

■
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

�

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
１
人
以
上
と

18
歳
以
上
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む
チ
ー
ム

チ
ー
ム
構
成
／
２
～
５
人

参
加
費
（
１
人
）
／

・�

高
校
生
以
上　
２
０
０
０
円

・�

中
学
生
以
下　
１
０
０
０
円

・�

未
就
学
児　
無
料

※�

振
込
み
手
数
料
は
参
加
者
の
負
担
で

す
。

応
募
期
限
／
12
月
25
日
㈮

応
募
方
法
／

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

　

�https://w
w
w
.sportsentry.ne.jp/

search/top/rogaining

■
窓
口
で
の
申
し
込
み

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
窓
口
で
も

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参

加
費
は
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

窓
口
受
付
時
間
／

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　
（
12
月
21
日
㈪
は
休
館
）

応
募
上
の
注
意

・�

同
一
人
物
に
よ
る
重
複
申
し
込
み
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

・�

入
金
後
の
変
更
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

き
ま
せ
ん
。（
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、

参
加
費
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
）

・�

当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
／

　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

5
5
1
0

　
テ
レ
ビ
静
岡
事
業
部

　
☎
054

-

261

-

7
0
1
1

■
年
末
最
後
の
収
集
日

□
月
・
木
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
12
月
28
日
㈪

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
12
月
30
日
㈬

□
火
・
金
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
12
月
29
日
㈫

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
12
月
30
日
㈬

■
新
年
の
収
集
開
始
日

□
月
・
木
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
１
月
４
日
㈪

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
１
月
６
日
㈬

□
火
・
金
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
１
月
５
日
㈫

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
１
月
６
日
㈬

※�

年
末
・
年
始
の
期
間
中
は
、
ご
み
を

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※�

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
物
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
有
害
ご
み
の
収
集
日
は
、

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
。

　
各
区
の
収
集
日
を
確
認
し
て
、
指
定
さ
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き
／

　
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
４
時
30
分

　

�（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を

除
く
）

年
末
・
年
始
の
休
業
期
間
／

　
12
月
30
日
㈬
～

　
平
成
28
年
１
月
３
日
㈰

注
意
事
項
／

■�

町
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
よ
う
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
持
参
し
、
焼
却
場
窓
口

で
搬
入
申
し
込
み
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■�

持
ち
込
む
ご
み
の
種
類
や
分
別

方
法
は
、
収
集
す
る
ご
み
と
同

様
で
す
。
必
ず
分
別
し
て
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

収
集
日
以
外
で
も
、
ご
み
を
焼

却
場
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す

問　
焼
却
場　
☎
986

-

８
３
９
３
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情報ステーション プラス

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
全
６
回
）
を

開
催
し
ま
す

平
成
28
年
１
月
か
ら

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

■
第
１
回

と　
き
／
平
成
28
年
１
月
25
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内�　
容
／
開
講
式
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー　

シ
ョ
ン
「
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
概
要
」、
講
話
「
食
育
と
は
」

■
第
２
回

と　
き
／
２
月
１
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内�　
容
／
講
話「
食
品
衛
生
と
食
環
境
」、

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
も
り
も

り
倶
楽
部
ク
レ
マ
チ
ス
」
活
動
紹
介

■
第
３
回

と　
き
／
２
月
19
日
㈮

　
午
後
１
時
～
３
時

内�　
容
／
講
話
「
年
代
別
食
育
」、「
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
学
校
に

お
け
る
食
育
」

■
第
４
回

と　
き
／
３
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
～
３
時

内�　
容
／
講
話
「
生
活
習
慣
病
の
概
要

と
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」、健
康
度
測
定

（
イ
ン
ボ
デ
ィ
、血
圧
、
骨
密
度
な
ど
）

講　
師
／
佐
波
古
和
博
医
師

　
（
さ
は
こ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
第
５
回

と　
き
／
３
月
９
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

内�　
容
／
講
話
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
の
活
用
」、
調
理
実
習
「
美
味
し

く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
昼
ご
飯
」

■
第
６
回

と　
き
／
３
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内�　
容
／
講
話
「
長
泉
町
の
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み
」、
地
場
産
品
弁
当

試
食
、
閉
講
式

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対�　
象
／
町
内
在
住
で
、講
座
修
了
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
意

欲
の
あ
る
方

参
加
費
／
無
料

※
第
６
回
は
飲
食
代
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
／
１
月
15
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
幼
児
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、住
所
、氏
名
、生

年
月
日
、性
別
、顔
写
真
、個
人
番
号
な
ど

が
記
載
さ
れ
、
個
人
番
号
の
証
明
や
本
人

確
認
の
際
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、１
月

か
ら
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申�

請
方
法
／
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て

い
る
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
顔
写
真
を
貼
り
付
け
郵
送

交
付
手
数
料
／
当
面
の
間
無
料

※�

紛
失
・
破
損
な
ど
本
人
の
責
任
に
よ
る

再
交
付
に
は
８
０
０
円
の
手
数
料
が
必

要
で
す
。

受
取
場
所
／
住
民
窓
口
課

※�

申
請
者
の
自
宅
に
交
付
通
知
書
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
者
本
人
が
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
取
方
法

に
つ
い
て
の
詳
細
は
交
付
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

郵
送
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
請
で
き
ま
す
。
詳
細
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト（https://

w
w
w
.kojinbango-card.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
12

月
28
日
㈪
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

交
付
を
受
け
た
カ
ー
ド
は
、
有
効
期
間
内

は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
電
子
証
明
書
に
つ
い
て

　
e

-

t
a
x
に
よ
る
確
定
申
告
な
ど
に

利
用
す
る
電
子
証
明
書
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
へ
の
搭
載
は
、
12
月
22
日
㈫
午
後

５
時
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
搭
載

し
た
電
子
証
明
書
は
、
有
効
期
間
内
は
引

き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
新
た
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ

ま
す
。
１
月
以
降
に
電
子
証
明
書
の
取
得

を
希
望
す
る
場
合
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
か
ら

交
付
ま
で
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
確
定
申
告
の
期
限
内
に
交
付
が
間
に

合
わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
窓
口
課　
☎
989

-

５
５
０
９

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０

-

９
５

-

０
１
７
８

　
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
HP�http://w

w
w
.soum

u.go.jp/
kojinbango_card/index.htm

l

不
審
な
電
話
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
電
話
や

訪
問
な
ど
で
個
人
情
報
や
個
人
番
号
の

提
供
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
ら
、

個
人
情
報
は
決
し
て
教
え
ず
に
、
役
場

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
企
画
財
政
課　
☎
989

-

５
５
０
４

　
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
食
の
大
切
さ
」
を
伝
え
る
食
育

推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
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バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
お
笑
い
ラ
イ
ブ
in
な
が
い
ず
み
を

開
催
し
ま
す

２
０
１
６
中
学
生
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

　
ま
す
だ
お
か
だ
を
は
じ
め
、
う
し
ろ

シ
テ
ィ
な
ど
人
気
の
松
竹
芸
人
６
組
が

大
爆
笑
の
ネ
タ
を
披
露
！

　
公
演
最
後
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
の
コ
ー
ナ
ー
も
！

と　
き
／
平
成
28
年
２
月
７
日
㈰

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
・
ホ
ー
ル

開　
場
／
午
後
１
時
30
分

開　
演
／
午
後
２
時

出�　
演
／
ま
す
だ
お
か
だ
、
海
原
は
る

か
か
な
た
、
オ
ジ
ン
オ
ズ
ボ
ー
ン
、

な
す
な
か
に
し
、
う
し
ろ
シ
テ
ィ
、

ゆ
ん
ぼ
だ
ん
ぷ

※�

都
合
に
よ
り
出
演
者
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料
／
（
全
席
指
定
）

・
一
般　
２
５
０
０
円

　
（
当
日
３
０
０
０
円
）

・
高
校
生
以
下　
２
０
０
０
円

　
（
当
日
２
５
０
０
円
）

※�

未
就
学
児
の
膝
上
鑑
賞
は
無
料
で
す
。

席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご

購
入
く
だ
さ
い
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

ベルフォーレ、コミュニティながいずみ、三島・裾野・
御殿場・小山の各文化会館、沼津・三島のプレイガイド、
チケットぴあ、ローソンチケットで販売
■チケット販売時間
ベルフォーレ／９：00～21：00
　毎月第１月曜日休館（祝・休日の場合は翌日休館）
コミュニティながいずみ／９：00～17：15
　毎週月曜日休館（月曜日が祝・休日の場合は開館）

チケット好評販売中！

と　
き
／
平
成
28
年
３
月
13
日
㈰

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
・
ホ
ー
ル

開　
場
／
午
後
１
時

開　
演
／
午
後
１
時
30
分
（
予
定
）

出
場
校
／

　

�

長
泉
中
学
校
、
北
中
学
校
、
函
南
町

立
東
中
学
校
、
清
水
町
立
清
水
中
学

校
、富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校
、

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

※�

出
場
校
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

入
場
料
／
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
３
歳
未
満
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

　
静
岡
県
東
部
地
域
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
吹
奏
楽
の
祭
典
で
す
。
参
加
校
そ

れ
ぞ
れ
の
練
習
の
成
果
と
特
色
を
生
か
し
た
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ベルフォーレ、コミュニティながいずみ、三島・
裾野・御殿場・小山の各文化会館、やまがた楽器・
丹澤楽器・イーストンで販売

■チケット販売時間
ベルフォーレ／９：00～21：00
　毎月第１月曜日休館（祝・休日の場合は翌日休館）
コミュニティながいずみ／９：00～17：15
　毎週月曜日休館（月曜日が祝・休日の場合は開館）

発売日

一般販売開始 12/５㈯

チケット発売
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

蜜
蜂
の
飼
育
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

１
月
中
に
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
お
近
く

の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

花
粉
交
配
用
に
必
要
な
群
数
の
蜜
蜂

を
一
時
的
に
飼
育
す
る
方
、
密
閉
構

造
の
飼
育
管
理
設
備
で
蜜
蜂
を
飼
育

す
る
方
は
届
け
出
が
不
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

12
月
は

消
費
者
被
害
防
止
月
間
で
す

　
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

必
要
な
い
場
合
は
勧
誘
さ
れ
て
も
毅
然

と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

相
談
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を
除
く
）

相
談
場
所
／
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話
／
☎
989

-

５
５
０
１

相
談
料
／
無
料

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

年
末
・
年
始
の

し
尿
収
集
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
年
末
は
し
尿
の
収
集
が
集
中
し
、年
内

に
処
理
し
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
内
に
収
集
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、12
月

18
日
㈮
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
／

　
長
泉
環
境
㈱　
☎
999

-

７
０
８
７

年
末
・
年
始
の
休
業
期
間
／

　
12
月
29
日
㈫
～
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-
５
５
１
４

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
期
間
の

保
険
料
は
、
10
年
以
内
な
ら
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
老
後
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
も
、

就
職
後
や
卒
業
後
な
ど
に
追
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
承
認
年
度
の
翌
年
度

か
ら
３
年
目
以
降
に
納
付
さ
れ
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
月
数
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
沼
津
年
金

　
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

　
沼
津
年
金
事
務
所　
☎
921

-

２
２
０
１

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
運
転
者
も
歩

行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
／
12
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

ス
ロ
ー
ガ
ン
／
安
全
を

　
つ
な
げ
て
広
げ
て　
事
故
ゼ
ロ
へ

重
点
目
標
／

□
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

□�

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

※�「
自
発
光
式
反
射
材
」な
ど
の
着
用
と
、

夕
暮
れ
時
の「
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
」

を
お
願
い
し
ま
す
。
秋
冬（
９
月
～

２
月
）
の
運
転
の
際
は
午
後
４
時
に

は
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

□
自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　

�

～
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
全
席
着
用
～

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
屋
外
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

水
道
管
が
凍
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
水
道
管
を
乾
い
た
布
で
包
み
、
そ
の

上
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
な
ど
の

凍
結
防
止
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

「
赤
十
字
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
防
災
や
救
急

法
な
ど
、
日
常
生
活
で
役
立
つ
も
の
か

ら
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
も
の
ま
で
、

各
種
講
習
会
の
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
や
事
業
所
、
団
体
の
行
事

な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

こ
の
講
習
会
は
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
社
費
の
一
部
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

内　
容
／

■
減
災
セ
ミ
ナ
ー

　

�

毛
布
ガ
ウ
ン
や
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
な

ど
身
近
な
品
で
災
害
時
に
役
立
つ
日

用
品
を
作
る
実
技
や
、
地
震
や
避
難

所
生
活
に
つ
い
て
の
講
義
な
ど

■
救
急
法

　

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
三
角
巾
の
使
い
方
、
心
肺

蘇
生
法
、
搬
送
法
な
ど

■�

高
齢
者
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
、
加
齢
へ
の
理
解

■�

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
手
当
の
仕
方　
ほ
か

所
要
時
間
／
各
講
座
２
時
間
程
度

開
催
費
用
／
無
料

※�

一
部
の
講
座
で
教
材
費
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
／
開
催
希
望
日
の
２
カ
月
前

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
は
日
程
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

情報ステーション
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情報ステーション

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金
）

貸
し
付
け
の
お
知
ら
せ

　
母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
、
お
子

さ
ん
が
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る

際
の
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

申
請
用
紙
配
布
場
所
／
こ
ど
も
育
成
課

※�

事
前
に
親
子
面
接
・
審
査
を
行
い
、

内
容
に
よ
っ
て
は
貸
し
付
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
請
時
期
に
よ
り
、
貸
し
付
け
が
４

月
の
入
学
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

任
意
予
防
接
種
後
の
副
反
応
の

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
任
意
予
防
接
種
後
の
副
反
応
が
出
た

方
は
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り

が
あ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対�

象
者
／
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

町
の
助
成
に
よ
り
対
象
ワ
ク
チ
ン
の

い
ず
れ
か
を
接
種
し
、
接
種
後
に
何

ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
で

接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
た
方

対
象
ワ
ク
チ
ン
／

・
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

専
用
相
談
窓
口
／

　
☎
０
１
２
０-

１
４
９-

９
３
１（
無
料
）

　
☎
０
３-

３
５
０
６-

９
４
１
１（
有
料
）

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の

「
医
師
に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
体
調
の
こ
と
で
医
師
に
相
談
し
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
12
月
の
相
談

と　
き
／
12
月
17
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

担
当
医
／
木
村
和
夫
医
師

　
（
青
木
医
院
副
院
長
、
内
科
医
）

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
４
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
12
月
７
日
㈪
～
15
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
内

温
水
プ
ー
ル
を
休
場
し
ま
す

　
安
全
性
、
機
能
性
の
向
上
を
図
る
工

事
を
行
う
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
を
休
場

し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
場
期
間
／

　
平
成
28
年
１
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度
宿
泊
施
設
利
用
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

対　
象
／
10
名
以
上
の
団
体

利
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

受
付
開
始
日
／

　
町
内
団
体　
１
月
５
日
㈫

　
町
外
団
体　
２
月
２
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
☎
987

-

５
１
０
０

竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

中
土
狩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

年
末
年
始
に
臨
時
開
放
し
ま
す

と　
き
／
12
月
29
日
㈫
、
30
日
㈬
、

　
１
月
２
日
㈯
、
１
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※�

12
月
28
日
㈪
、
31
日
㈭
、
１
月
１
日

㈷
、
４
日
㈪
は
休
場
で
す
。

■
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

対�　
象
／
個
人
ま
た
は
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
（
団
体
利
用
は
不
可
）

使
用
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
中
土
狩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
料
／
２
０
０
０
円
（
２
時
間
）

　
（
町
外
の
方
は
３
０
０
０
円
）

申
込
期
間
／

　
12
月
10
日
㈭
～
27
日
㈰
（
先
着
順
）

申
込
場
所
／
体
育
協
会
事
務
局

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

募
集

w
a
n
t
e
d

な
が
い
ず
み
健
康
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
冬
季
ス
ケ
ー
ト
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

　
（
荒
天
の
場
合
は
１
月
30
日
㈯
）

と
こ
ろ
／
ぐ
り
ん
ぱ
（
裾
野
市
）

集
合
時
間
／
午
前
８
時

集
合
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

定　
員
／
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
５
３
０
０
円

　

�（
入
場
料
、
貸
し
ス
ケ
ー
ト
靴
、
乗

り
物
券
、保
険
料
、バ
ス
代
を
含
む
）

※�

貸
し
ス
ケ
ー
ト
靴
が
不
要
な
方
は
、

参
加
費
は
４
６
０
０
円
で
す
。

※
申
込
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

厚
手
の
帽
子
、
防
水
の
手
袋
、
厚
手

の
靴
下
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
期
間
／
12
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮

※
15
日
は
午
後
６
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
場
所
／
体
育
協
会
事
務
局

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９



13

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の

素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
て
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

素
案
名
／

　
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

素
案
の
公
表
・
意
見
の
提
出
期
間
／

　
12
月
10
日
㈭
～

　
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮

意
見
の
提
出
方
法
／

　

�

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
子

申
請
の
い
ず
れ
か
で
、ま
た
は
直
接
、

企
画
財
政
課
へ
提
出

素
案
の
公
表
場
所
／

　

�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、企
画
財
政
課
、役

場
２
階
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
南

部
地
区
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
が
い
ず
み

問　
企
画
財
政
課　
☎
989

-

５
５
０
４

催
し

e
v

e
n

t
s

～
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売
～

「
年
末
野
菜
市
」
を
開
催
し
ま
す

　
中
核
農
業
者
協
議
会
に
よ
る
恒
例
の

年
末
野
菜
市
を
開
催
し
ま
す
。
町
の
特

産
品
を
中
心
に
、
新
鮮
野
菜
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

と　
き
／
12
月
23
日
㈷

　
午
前
９
時
～
11
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
／

　
Ｊ
Ａ
な
ん
す
ん
長
泉
支
店
駐
車
場

内　
容
／

　
野
菜
、
正
月
飾
り
な
ど
の
販
売

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

「
税
に
関
す
る
作
品
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す

　
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
「
税
金
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

と　
き
／
12
月
20
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
税
金
を
テ
ー
マ
と
し
た
町
内

の
小
・
中
学
生
の
習
字
、ポ
ス
タ
ー
、

作
文
の
展
示

※�

確
定
申
告
期
間
中
に
も
役
場
の
申
告

会
場
で
一
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

問　
税
務
課　
☎
989

-

５
５
０
７

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

知
徳
高
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
12
月
20
日
㈰
午
後
２
時
～

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

曲�　
目
／
行
進
曲「
富
士
の
山
」、音
楽

物
語
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
ほ
か

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
知
徳
高
校　
☎
975

-

０
０
８
０

伊
豆
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

冬
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
12
月
23
日
㈷
午
後
６
時
～

と
こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

　
（
伊
豆
の
国
市
古
奈
２
５
５
）

曲�　
目
／
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
、
残
酷
な
天

使
の
テ
ー
ゼ　
ほ
か

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
伊
豆
中
央
高
校　
☎
949

-

４
７
７
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
日
体
験
を

開
催
し
ま
す

と　
き
／
平
成
28
年
１
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
基
本
動
作
、

初
級
者
か
ら
上
級
者
の
目
的
に
応
じ

た
ク
ラ
ス
練
習
な
ど

対�　
象
／
町
内
在
住
の
女
性
で
バ
レ
ー

に
興
味
の
あ
る
方

参
加
費
／
１
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※�

運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
／
12
月
26
日
㈯

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　
滝
澤
さ
ん

　
☎
090

-

１
６
２
１

-

１
４
６
９

陶
芸
サ
ー
ク
ル
「
桃
月
会
」

会
員
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
毎
週
土
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

と
こ
ろ
／
桃
沢
工
芸
村

対　
象
／

　
陶
芸
に
興
味
が
あ
る
初
心
者
の
方

月
会
費
／
１
０
０
０
円

入
会
金
／
５
０
０
０
円

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
嶋
本
さ
ん

　
☎
090

-

３
９
３
０

-

４
６
４
２

相
続
・
遺
言
・
後
見
な
ど
の

無
料
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

と　
き
／

　
12
月
15
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
士
業
サ
ポ
ー
ト
事
務
所

　
（
下
土
狩
１
２
９
１

-

１
）

内�　
容
／
司
法
書
士
、
相
続
診
断
士
に

よ
る
相
続
、
遺
言
、
後
見
に
関
す
る

無
料
相
談

定　
員
／
４
組
（
先
着
順
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
長
泉
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
☎
988

-

０
７
５
３

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　10月27日㈫に開催された第65回芸術祭全国大会
の着付コンテストに、永井陽子着装倶楽部会員の
米山康子さん（上土狩）が出場し、振袖着付部門
で最優秀賞の内閣総理大臣賞を受賞しました。米
山さんは「今回のコンテストの練習を通して、多
くのことを学びました。この経験を皆さんに伝え
ていきたいです」と話してくれました。

▲左から米山さん、モデルの方、永井さん

付コンテスト全国大会で
内閣総理大臣賞を受賞！着

　下記の方たちが表彰を受けました。（敬称略）
【個人の部】杉本和宏(中土狩)、加藤豊彦(中土狩)、
大沼民男(南一色)

【団体の部】荻素子ども会、元長窪子ども会、
　長泉町シルバー人材センター清掃ボランティア
【清掃の日優良区】新屋町中区、鮎壺区、駿河平区、
三軒家区、原区

境美化功労者表彰
おめでとうございます環	

　11月１日㈰にスルガヒルグラウンドで「第５回
長泉なでしこサッカー大会」が開催され、県内外
から、一般女子とジュニアの部に８チームずつ、
16チームが出場し優勝を競い合いました。
　長泉町サッカー協会会長の稲垣司郎さんは「こ
の大会を通して、女子サッカーの発展をめざして
いきたい」と話してくれました。

子サッカーを盛り上げよう！
長泉なでしこサッカー大会女

　10月29日㈭長泉小学校で動物愛護教室が行われ
ました。児童たちは、県動物保護協会東部支部の
金子義之さんや、すぎさわ動物病院の杉澤浩文獣
医師による講義で、犬の体のしくみや安全な接し
方などを学びました。また、ボランティアの方の
飼い犬との交流では、大型犬と背比べをしたり、
実際に触れたり、交流を楽しんでいました。

物を大切にしよう
動物愛護教室動
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　食育事業「おさかなだいすき！」が11月13日㈮
に南幼稚園の園児を対象に開催されました。園児は、
食育推進ボランティアによる読み聞かせなどで魚
と食の大切さを学びました。また、魚の解体の実
演では、講師の滝野さん（マックスバリュ東海㈱）
の包丁さばきに歓声をあげながら、心臓や骨など
魚のつくりを興味津々で観察していました。

をおいしく学ぼう！
お魚教室を開催魚

　11月８日㈰に桃沢野外活動センターや桃沢工芸
村で、桃沢郷まつりが開催されました。大自然の
中で長泉町の旬の食材を使った料理を味わう、山
田チカラシェフ監修の「森の中のレストラン」や、
素焼きの皿に好きな絵を描く「絵付け体験」など
が楽しまれました。参加者たちは「こんないい景
色の中で美味しい料理を食べることができて幸せ
です」と笑顔で話してくれました。

の中で美食を堪能！
桃沢郷まつり森

▶
森
に
囲
ま
れ
た
屋
外
レ
ス
ト
ラ
ン

◀
絵
付
け
体
験
で
自
分
だ
け
の
１
皿

◀四ッ溝柿の白和え

　11月６日㈮にJAなんすん青年部が小学生の稲
刈り体験を開催し、長泉小学校と北小学校の５年
生が、６月に植え付けた米を収獲しました。
　小学生たちは夢中になって黙々と鎌を動かし、
「最初は難しかったけど、慣れると楽しいです」「た
くさん収獲できて嬉しいです」と話してくれまし
た。

くさんお米がとれました！
稲刈り体験た

おいしい料理に▶
ご満悦！
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　今年度、町内で２人の方と２つの団体が、県知事表彰を受賞しました。受賞された皆さんは、11月９日㈪
に町長を訪れ、受賞を報告しました。
　皆さん、おめでとうございます。

声のサークル　あけぼの
　長年にわたり、町の広報紙の音訳など、視覚に障
がいのある方への支援を継続するほか、福祉事業に
積極的に協力するなど、地域福祉の向上に寄与しま
した。昭和57年設立。

ぱんぷきん
　長年にわたり、子どもを中心とした読み聞かせ活
動を継続し、読書活動の推進に尽力するなど、児童
教育の振興に寄与しました。平成12年設立。

▲声のサークル「あけぼの」の皆さん

▲安齋定男さん（　原　）

▲ぱんぷきんの皆さん

▲木下葊行さん（鮎　壺）

績が認められ県知事表彰を受賞
皆さん、おめでとうございます！功

安齋定男さん
　昭和56年から平成17年までの６期24年にわたり、
町議会議員として、都市基盤の充実や教育、文化、
福祉の向上に尽力するなど、地方自治の伸展に寄与
しました。

木下葊行さん
　昭和59年から町交通指導員を務め、街頭指導など
交通安全の啓発に尽力するなど、交通事故の防止と
交通道徳の向上に寄与しました。現在、町交通指導
員会会長を務めています。
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　11月９日㈪から15日㈰の秋の火災予防運動期間
中に、町内で防火を呼びかける活動が開催されま
した。
　11月10日㈫には、エンゼル幼稚園幼年消防クラ
ブの園児と防火協会の会員が、ウェルディ長泉で
来店者に啓発品を配布し、火災予防を呼びかけま
した。園児たちは「火事に気をつけてね！」と元
気いっぱいに呼びかけながら啓発品を手渡してい
ました。
　また、11月15日㈰には、公募した町内小学生と消
防団員が消防車に乗って町内をパレードする「防
火宣伝パレード」が行われました。
　一日消防団員として任命された子どもたちは、
消防団のポンプ車に乗り「火の取り扱い、火の元
には十分に注意しましょう」とマイクで放送しな
がら町内を巡りました。また、ウェルディ長泉で
は、火災予防を呼びかけるチラシを来店者に配り
ました。

◀�防火宣伝パレード
に参加した小学生
たち。消防団長か
ら任命書を手渡さ
れました。

ポンプ車のマイク▶
を握って防火を呼
びかけました。

のもとに気をつけましょう！
秋の火災予防運動火

　11月に秋の叙勲が発令され、町内では益田安雄
さん（鮎壺）が瑞宝単光章を受章しました。長泉
町消防署が開署した昭和45年から平成14年まで、
32年間にわたり消防職員として勤務し、災害時に
は現場指揮者として活躍しました。益田さんは「周
りの皆さんに支えられ、長年勤めることができま
した」と話してくれました。

の叙勲受章者を紹介します秋

　11月15日㈰に桃沢野外活動センターで、ながい
ずみ観光交流協会主催の四ッ溝柿の渋抜きと干し
柿作りの体験が行われました。町の特産品の四ッ
溝柿は、渋みがあり、そのままでは食べることが
できません。参加者は、講師の田口純一さんの説
明を聞き、アルコールを使った柿の渋抜きや、干
し柿づくりに挑戦しました。

の渋みをなくすには？
渋抜き&干し柿づくり体験柿

アルコールに浸した柿▶
をビニール袋に入れて
おくと渋が抜けます。

◀干し柿を制作中。
吊るし方のコツを教
わりながら、丁寧に
紐を結んでいました。
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青木村産業祭＆タチアカネ新そばまつり
　11月14日㈯、15日㈰の２日間、恒例の「青木村産
業祭2015＆タチアカネ新そばまつり」が、11月14日
㈯に同日オープンしたふるさと公園あおきで開催さ
れました。
　今年14回目となる産業祭には、村内の商工農林業
者や団体のＰＲコーナーや出店が並んだほか、姉妹
都市である長泉町や埼玉県三芳町商工会からの出展
がありました。小雨の中にも関わらず、特産品など
を買い求める多くの方が会場を訪れ、青木村の秋の
味覚を堪能していました。

ジオパークジオパーク地域の魅力
再発見
地域の魅力
再発見 だ　よ　り

問い合わせ　産業振興課　☎989-5516
　　　　　　ながいずみ観光交流協会　☎988-8780

Vol.9

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

Interview自然観察に最適！谷津の湧水
　谷津の湧水は愛鷹山がもたらしている湧水のひと
つです。谷津川と桃沢川の合流地点（ヤトヤ商店裏）
から上流に向かって約700ｍ付近の谷津川沿いにあ
ります。平成２年には谷津の湧水に長泉町児童・生
徒自然観察園が開設され、園内では35種の樹木、
129種の草木、47種類のコケ・シダなどが観察され
ました。今でも、さまざまな種類の植物や昆虫、サ
ワガニなどの生物を観察することができます。

　以前は、湧水を利
用して北小の児童た
ちとわさび栽培をし
ていました。２年で
2700本も植えたんで
すよ。わさびが育つ
ということは、水が綺麗だという証拠です。周
りには自然がいっぱいで子どもたちの自然観察
に最適な場所でした。私自身も、小さい頃は谷
津の湧水に来てサワガニや魚を取って遊んでい
ました。ぜひ、勉強や遊びの場として、親子で
遊びに来てもらいたい場所です。

◀
サ
ワ
ガ
ニ

▲岩肌から少しずつ水が湧き出しています。

◀
野
イ
チ
ゴ

国道246号

東駿河湾環状道路 谷津の湧水

桃沢川

●ヤトヤ商店

北小学校●

谷津川

ウェルディ長泉

※駐車場は整備されていません。

星屋一浩さん
下長窪区在住。
元北小学校教頭。
町内ジオサイト
を巡るガイドな
どを務める。
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜31日

救急協力医12

耳鼻科
８：00～17：00

20日
㈰

こだま耳鼻咽喉科
（926）1333　沼津市庄栄町

23日
㈷

かみで耳鼻咽喉科
0545（53）3321　富士市伝法

27日
㈰

ぬまづ島田耳鼻咽喉科
（924）0780　沼津市杉崎町

29日
㈫

三島中央病院
（971）4133　三島市緑町

30日
㈬

つりた耳鼻咽喉科
（927）3387　沼津市宮前町

31日
㈭

里和耳鼻咽喉科
0545（23）1133　富士市伝法

眼　科
８：00～17：00

20日
㈰

本多眼科
（931）1519　沼津市御幸町

23日
㈷

木村眼科
（967）4611　沼津市原

27日
㈰

むらまつ眼科
（993）8855　裾野市深良

29日
㈫

小野眼科
（929）1881　沼津市高島町

30日
㈬

矢田眼科
（962）2006　沼津市三枚橋町

31日
㈭

三島総合病院
（975）3031　三島市谷田

産婦人科
８：00～17：00

20日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

23日
㈷

岩端医院
（962）1368　沼津市大手町

27日
㈰

ウスイクリニック
（980）5580　長泉町下土狩

29日
㈫

ごとうレディース
（992）7111　裾野市伊豆島田

30日
㈬

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

31日
㈭

かぬき岩端医院
（932）8189　沼津市下香貫前原

歯　科
９：00～15：00

20日
㈰

しおみ歯科医院
（992）0202　裾野市平松

23日
㈷

ベルの木歯科
（992）7777　裾野市深良

27日
㈰

鈴木歯科医院
（993）5151　裾野市平松

29日
㈫

真野歯科医院
（972）5290　清水町堂庭

30日
㈬

牧野歯科医院
（988）1184　長泉町下長窪

31日
㈭

歯科クリニックみよし
（994）1900　裾野市佐野

平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈬ おおしろクリニック�（976）0027� 清水町堂庭 柿田川医院� （973）3601� 清水町柿田 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野
17日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 あめみや内科� （935）1159� 沼津市吉田町 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

18日㈮ 萩野クリニック�（966）7111� 沼津市根古屋 大坂屋クリニック�（995）3100� 裾野市佐野 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑
19日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

20日㈰ 西方外科� （921）1333� 沼津市共栄町
五十嵐クリニック�（934）6700� 沼津市志下

福士クリニック�（932）3553� 沼津市下香貫藤井原
稲玉クリニック�（991）5111� 清水町伏見
高桑医院� （997）0486� 裾野市岩波

田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

21日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 杉山（和）医院� （972）3223� 清水町伏見 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

22日㈫ ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田 森医院� （966）2017� 沼津市石川 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

23日㈷ 守重医院� （931）2511� 沼津市我入道江川
遠藤クリニック�（975）8801� 清水町久米田

山谷医院� （966）5333� 沼津市青野
望星第一クリニック�（922）0222� 沼津市柳町
鈴木（茂）医院� （993）0430� 裾野市佐野

すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

24日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 旭医院� （966）0031� 沼津市原 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場
25日㈮ 田中クリニック�（992）1881� 裾野市伊豆島田 なおきクリニック�（929）8555� 沼津市東椎路 まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭
26日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 沼津リハビリテーション�（931）1911� 沼津市上香貫蔓陀ケ原 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

27日㈰ 山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色
こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮

山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色
べっく・クリニック�（921）1300� 沼津市西沢田
いずみクリニック�（993）4760� 裾野市平松

さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

28日㈪ 沼津大山クリニック�（954）2274� 沼津市大手町 小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

29日㈫
８：00～12：00
瀬尾記念慶友� （935）1511� 沼津市下香貫島郷
12：00～18：00
市立病院� （924）5100� 沼津市東椎路

本村クリニック�（969）0001� 沼津市大塚
永野医院� （962）4450� 沼津市大岡
おぐち医院� （992）6611� 裾野市深良

りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

30日㈬ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿
清流クリニック�（941）8688� 清水町堂庭
花クリニック� （987）9145� 長泉町下土狩
清水館医院� （993）2323� 裾野市茶畑

杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

31日㈭ 静岡医療センター� （975）2000� 清水町長沢
きせがわ病院� （952）8600� 沼津市大岡
青沼クリニック�（929）6205� 沼津市大岡
裾野赤十字� （992）0008� 裾野市佐野

すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

※12/29～31のみ、外科・内科・小児科の診療時間は８：00～18：00です。



あ つま れ
お ともだ ち１歳６カ月の１歳６カ月の

H26.4月生まれ

11月13日㈮
１歳６カ月児健診で撮影

発行／長泉町役場　編集／行政課　☎055‐989‐5500（直通）
〒411‐8668　静岡県駿東郡長泉町中土狩828
ホームページ…http://japan.nagaizumi.org　Eメール…gyousei@nagaizumi.org

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 広報ながいずみ  2015.12.１号 20


